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オオシオカラトンボ

小鳥の森で観察してみよう 134

分類：トンボ目 トンボ科

大きさ：50～57ｍｍ

住んでいる環境
・林の中や水田、小川のなどの水辺

小鳥の森で見られる時期
・5月～10月

小鳥の森で見られる場所
・ネイチャーセンター周辺、旧棚田など

森のここに注目月６
ホタルの花とトラの花

初夏を過ぎ、ジメジメした日が出始める６月。暑さも手伝って
真夏の気配を感じる季節になります。そこで今回は、うっとうし
い気分を吹き飛ばす爽やかな２種類の花をご紹介します。
１つ目はホタルブクロ。日当たりの良い平地から山地に生えて

います。花の色は白、ピンク、赤紫など様々。ホタルを袋のよう
な花の中に入れて遊んだことから付けられた名前とも言われてい
ます。また、下向きに釣り下がる細長いベルのような形から「釣
鐘草（ツリガネソウ）」、提灯（ちょうちん）の形に似ているこ
とから「提灯花（チョウチンバナ）」などいくつもの呼び名があ
り、昔から親しまれていることが分かりますね。
２つ目はオカトラノオ。ホタルブクロと同じような場所で見る

ことができます。茎の先に15cmほどの長い花の軸（花穂（カ
ホ））があり、白く小さな可愛いらしい花をたくさん付けます。
下方から先端に向かって順番に花が開く姿をトラの尾に見立て名
付けられました。
小鳥の森では草刈りの方法を変えたことで、今まで生えてこな

かった植物が間近で見られるようになってきています。深まる緑
の中でたくさんの花を楽しんでくださいね。

（左）しょうじ ゆきの さん（11才）
（右）しょうじ ときや さん（8才）
が描いてくれました
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＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
小鳥の森通信「しじゅうから」2023年6月号№445／企画・発行：福島市小鳥の森／NPO法人野鳥の会ふくしま

スタッフだより

自然情報月４

スタッフだより お知らせ

小鳥の森ニュース月５

小鳥の森HP

活発な森の中

一日中暖かい日が続き、芽吹きが一気に進んだ５月。園
内ではたくさんの生き物たちが活動を始めました。
ニホントカゲやニホンカナヘビ、アオダイショウなどの

爬虫類（はちゅうるい）が日向ぼっこをしている姿を見る
ことができました。葉の下や草かげに隠れているのに気が
付かず近くを通ると、「ガサッ」とすばしこく逃げる音や
後ろ姿が。しっかり体が温まっていたようですね。
また、昆虫を見る機会も多くなりました。濃い茶色に三

本の白い筋の模様を持つチョウであるコミスジが観察でき
ました。このチョウは何度か羽ばたいては羽を広げたまま
かっ空（滑るように飛ぶ）する、特徴的な飛び方をします。
他にも夏鳥が渡ってきたりカエルの合唱が聞こえたり、

生き物たちの動きを感じる賑わいが増した小鳥の森でした。

昆虫観察会

６月25日（日）に昆虫観察会を
行います。トンボやチョウをはじめ、
たくさんの夏の虫たちが活動する季
節。何が見つかるかは当日のお楽し
みです。あなたの好きな昆虫に出会
えるかもしれませんよ。
昆虫好きの親子の皆さん、ぜひご

参加下さい。

日時：6月25日（日）
9：00 ～ 10：00

対象：親子10人（先着順）
参加費：無料
申込方法：お電話にて小鳥の森
までお問い合わせください
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昆虫の目

私たち人間の目は緑色の葉、紫色の花、黄色の
チョウなどたくさんの色を見分けることができま
す。さて彼ら自身にも様々な色がある昆虫。彼ら
にはこの世界がどのように見えているのでしょう
か。
人間の目の細胞は赤・緑・青の三色（三原色）

を感じ、色を識別しています。昆虫はそれに紫外
線を加えた「四原色」で世界を見ています。花は
虫を引き寄せるため、私たちには見ることができ
ない紫外線の色を付けています。チョウはこの紫
外線の色を頼りに蜜のありかを知ることができま
す。また、夜に虫が光に集まるのは、電灯が発す
る紫外線が見えているからです。花の蜜があると
勘違いして向かってしまうと言われています。
また昆虫の目は複眼と単眼でできているという

特徴があります。基本的に３個の単眼と、個眼と
呼ばれる小さな目が集まった複眼で見ています。
この複眼ですが、トンボでは２万個以上あると言
われています。
これだけでも昆虫の目の不思議さが良く分かり

ますね。
（レンジャー ますぶち しょうた）
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